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品種別牛肉生産量（部分肉ベース）の推移

牛肉の自給率の推移

円安
（R4～）

（千トン）

新型コロナ
（R２～）

年度

（千トン）

資料：農林水産省「畜産物流通調査」

資料：農林水産省「食料需給表」 注：R4年度は概算値。

NZ産
〔85%〕

豪州産
〔106%〕

米国産
〔82%〕

国産
〔101%〕

（千トン）

H15年12月
米国でＢＳＥ発生

米国産牛肉
輸入停止

H17年12月
米国産牛肉
輸入再開

※〔 〕は対
前年度比

年度

資料：農林水産省「畜産物流通調査」｢食料需給表｣ 財務省「貿易統計」 （独）農畜産業振興機構「食肉の保管状況調査」
注：推定出回り量＝生産量+輸入量+前年度在庫量－当年度在庫量－輸出量

干ばつ
米国豪州
（23～26)

H

総生産量

ｶﾅﾀﾞ産
〔80%〕

年度

H

干ばつ
豪州

（30～R元)

H13年9月
国内で

ＢＳＥ発生
米国干ばつ

（R3～)
円安
（27）

Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
１ 牛肉の需給動向

・ 牛肉の消費量は、近年の好景気等を背景に外食を中心に拡大しており、平成30年度の消費量は93万トンと米国でのＢＳＥ発生前
（平成14年度）の水準まで回復したが、新型コロナウイルス感染症の影響等による輸入量の減少により、令和２年度以降３年連
続で減少。

 ・ 国内生産量は、平成21年度以降、減少傾向で推移していたが、畜産クラスター事業の取組等により、平成29年度からは増加傾向
で推移。品種別の生産量では、乳用種は減少傾向で推移しているが、近年、和牛・交雑種は増加傾向で推移。

2

牛肉需給（部分肉ベース）の推移



Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
２ 価格の動向

（１）牛枝肉卸売価格（中央１０市場）の推移

資料：農林水産省「畜産物流通統計」
 注：（）内は前年同月比  
     令和６年４月は速報値（食肉鶏卵課調べ）

〔令和６年４月〕
2,547円/kg
（▲4.4）

1,611円/㎏
（8.5）

956円/㎏
（▲14.2）
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・ 牛枝肉卸売価格は、平成18年度以降、天候不順や国内生産量の回復、景気低迷等により前年度より低下傾向で推移。

 ・ 23年度は、東日本大震災による消費の減退や牛肉からの放射性物質検出の影響等により、全品種ともに下落したが、23年度後半
から27～28年度にかけて、生産量の減少等を背景に上昇に転じ、高騰。

 ・ 令和２年２月頃から、新型コロナウイルス感染症の影響によるインバウンド需要や外食需要の減退により大幅に低下。５月以降、
経済活動の再開や輸出の回復に伴い上昇し、11月にはコロナ前の水準まで回復。

 ・ ４年度以降、物価の上昇による消費者の生活防衛意識の高まり等の影響により、前年度より低下傾向で推移。

年度

2,184円/㎏
（▲6.1）



Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
２ 価格の動向

（２）肉用子牛価格の推移

令和元～５年度補給金単価（単位：千円／頭）

交雑種

乳用種

※   「その他の肉専用種」については、令和２年度から算定期間を１年（４月～３月）としている。

黒毛和種
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・ 肉用子牛価格は、平成24年度以降、繁殖雌牛の減少による子牛の生産頭数減少及び枝肉価格の上昇に伴い上昇。
 ・ 令和２年２月以降、新型コロナウイルス感染症の影響による枝肉価格の低下に伴い低下。その後、枝肉価格の上昇に伴い回復し

たが、令和４年５月に子牛価格が下落。直近の令和５年度第４四半期では、３品種とも保証基準価格を上回って推移。 



資料：農林水産省「畜産統計」（各年２月１日現在）
注１：繁殖雌牛と肥育牛を重複して飼養している場合もあることから、両者の飼養戸数は肉用牛飼養戸数とは一致しない。

 ２：肥育牛は、肉用種の肥育用牛と、乳用種の和としている。
 ３：令和２年から統計手法が変更されたため、令和２年の統計手法を用いて集計した平成31年の数値を参考値として記載。
 ４：令和２年の対前年増減率は、平成31年の参考値との比較である。 5

Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
３ 生産体制の動向

（１）肉用牛飼養戸数・頭数の推移

・ 飼養戸数は、減少傾向で推移。主に小規模層で減少。
 ・ 飼養頭数は、平成29年から増加傾向で推移し、令和５年も増加。
 ・ 一戸当たり飼養頭数は増加傾向で推移しており、大規模化が進展。
 ・ 繁殖雌牛の飼養頭数は、平成22年をピークに減少していたが、平成28年から増加傾向で推移。

平成13 18 23 28 29 30 31
31参考値
※注３

令和２
※注４

3 4 5

戸数（千戸） 110.1 85.6 69.6 51.9 50.1 48.3 46.3 45.6 43.9 42.1 40.4 38.6

（対前年増減率）（％） (▲ 5.5) (▲ 4.5) (▲ 6.5) (▲ 4.6) (▲ 3.5) (▲ 3.6) (▲ 4.1) (▲ 5.6) (▲ 3.7) (▲ 4.1) (▲ 4.0) (▲ 4.5)

頭数（千頭） 2,806 2,755 2,763 2,479 2,499 2,514 2,503 2,527 2,555 2,605 2,614 2,687

（対前年増減率）（％） (▲ 0.6) (0.3) (▲ 4.5) (▲ 0.4) (0.8) (0.6) (▲ 0.4) (1.0) (1.1) (2.0) (0.3) (2.8)

1戸当たり（頭） 25.5 32.2 39.7 47.8 49.9 52.0 54.1 55.4 58.2 61.9 64.7 69.6

うち 戸数（千戸） 94.4 73.4 59.1 44.3 43 41.8 40.2 40.1 38.6 36.9 35.5 33.8

繁殖雌牛 頭数（千頭） 635 622 668 589 597 610 626 605 622 633 637 645

1戸当たり（頭） 6.7 8.5 11.3 13.3 13.9 14.6 15.6 15.1 16.1 17.1 17.9 19.1

うち 戸数（千戸） 21.6 17.7 15.2 11.7 11.3 10.8 10.2 10.1 10 9.7 9.5 9.5

肥育牛 頭数（千頭） 1,830 1,768 1,718 1,557 1,557 1,550 1,522 1,542 1,548 1,575 1,601 1,635

1戸当たり（頭） 84.7 99.9 113.0 133.1 137.8 143.5 149.2 152.7 154.8 162.4 168.5 172.1

　区　分　／　年

肉用牛


Ⅰ３（１）肉用牛の飼養戸数・頭数の推移



		　区　分　／　年 ク ブン ネン						12		平成13 ヘイセイ		14		15		16		17		18		19		20		21		22		23		24		25		26		27		28		29		30		31		31参考値
※注３ サンコウチ チュウ		令和２
※注４ レイワ		3		4		5

				肉用牛 ニクヨウギュウ		戸数（千戸） コスウ センコ		116.5		110.1		104.2		98.1		93.9		89.6		85.6		82.3		80.4		77.3		74.4		69.6		65.2		61.3		57.5		54.4		51.9		50.1		48.3		46.3		45.6		43.9		42.1		40.4		38.6

						（対前年増減率）（％） タイゼンネンゾウゲンリツ				(▲ 5.5)		(▲ 5.4)		(▲ 5.9)		(▲ 4.3)		(▲ 4.6)		(▲ 4.5)		(▲ 3.9)		(▲ 2.3)		(▲ 3.9)		(▲ 3.8)		(▲ 6.5)		(▲ 6.3)		(▲ 6.0)		(▲ 6.2)		(▲ 5.4)		(▲ 4.6)		(▲ 3.5)		(▲ 3.6)		(▲ 4.1)		(▲ 5.6)		(▲ 3.7)		(▲ 4.1)		(▲ 4.0)		(▲ 4.5)

						頭数（千頭） トウスウ セントウ		2,823		2,806		2,838		2,805		2,788		2,747		2,755		2,806		2,890		2,923		2,892		2,763		2,723		2,642		2,567		2,489		2,479		2,499		2,514		2,503		2,527		2,555		2,605		2,614		2,687

						（対前年増減率）（％） タイゼンネンゾウゲンリツ				(▲ 0.6)		(1.1)		(▲ 1.2)		(▲ 0.6)		(▲ 1.5)		(0.3)		(1.9)		(3.0)		(1.1)		(▲ 1.1)		(▲ 4.5)		(▲ 1.4)		(▲ 3.0)		(▲ 2.8)		(▲ 3.0)		(▲ 0.4)		(0.8)		(0.6)		(▲ 0.4)		(1.0)		(1.1)		(2.0)		(0.3)		(2.8)

						1戸当たり（頭） コア トウ				25.5		27.2		28.6		29.7		30.7		32.2		34.1		35.9		37.8		38.9		39.7		41.8		43.1		44.6		45.8		47.8		49.9		52.0		54.1		55.4		58.2		61.9		64.7		69.6

				うち		戸数（千戸） コスウ センコ				94.4		89.4		84.5		80		76.2		73.4										59.1								47.2		44.3		43		41.8		40.2		40.1		38.6		36.9		35.5		33.8

				繁殖雌牛		頭数（千頭） トウスウ セントウ				635		637		643		628		623		622		636		667		682		684		668		642		618		595		580		589		597		610		626		605		622		633		637		645

						1戸当たり（頭） コア トウ				6.7		7.1		7.6		7.9		8.2		8.5		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		11.3		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		12.3		13.3		13.9		14.6		15.6		15.1		16.1		17.1		17.9		19.1

				うち		戸数（千戸） コスウ センコ				21.6		21.2		19.2		18.6		20.4		17.7										15.2								11.6		11.7		11.3		10.8		10.2		10.1		10		9.7		9.5		9.5

				肥育牛		頭数（千頭） トウスウ セントウ				1,830		1,853		1,831		1,798		1,765		1,768		1,801		1,837		1,842		1,812		1,718		1,702		1,663		1,623		1,568		1,557		1,557		1,550		1,522		1,542		1,548		1,575		1,601		1,635

						1戸当たり（頭） コア トウ				84.7		87.4		95.4		96.7		86.5		99.9		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		113.0		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		135.2		133.1		137.8		143.5		149.2		152.7		154.8		162.4		168.5		172.1





Ⅰ３（２）肉専用種の品種別飼養動向

																																																								（単位：千頭） タンイ セン トウ

		品種　／　年 ヒンシュ ネン				11		12		平成13 ヘイセイ		14		15		16		17		18		19		20		21		22		23		24		25		26		27		28		29		30		31		31参考値
※注１ サンコウチ チュウ		令和2
※注２ レイワ チュウ		3		4		5

		黒毛和種				1,607		-		1,588		1,620		1,622		1,626		1,613		1,619		1,656		1,734		1,810		1,853		1,805		1,773		1,714		1,663		1,612		1,594		1,618		1,653		1,683		1,698		1,735		1,772		1,758		1,833

		褐毛和種				59		-		49		50		42		38		36		32		32		30		29		26		25		23		22		21		21		21		21		22		22		23		23		23		23		24

		その他				45		-		42		42		41		46		48		51		55		58		50		45		39		36		33		32		28		27		25		27		29		30		34		34		31		26

				うち
日本短角種 ニホン タンカクシュ		13				11						8		21		9		6		22		7		8		9		9		8		8		8		7		8		8		8		8		8		7		7		7

		合　　計				1,711		1,700		1,679		1,711		1,705		1,709		1,697		1,703		1,742		1,823		1,889		1,924		1,868		1,831		1,769		1,716		1,661		1,642		1,664		1,701		1,734		1,751		1,792		1,829		1,812		1,882



		乳用種 ニュウヨウシュ				1,607		-		444		483,200		470,700		470,400		470,700		468		459,800		431,600		411,300		421,000		412		392,500		375,500		367,500		345,300		332		313		295		274		278		268		250		247		235		肥育のみなので繁殖含む肉専との比較は不可 ヒイク ハンショクフク ニクセン ヒカク フカ

		交雑種 コウザツシュ				59		-		682		643,500		629,800		608,700		578,500		584		604,000		635,700		622,100		547,300		483		499,100		497,900		483,900		482,400		505		522		518		494		499		495		526		555		570		肥育のみなので繁殖含む肉専との比較は不可 ヒイク ハンショクフク ニクセン ヒカク フカ





				肉専における黒毛割合 ニクセン クロゲワリアイ						94.6		94.7		95.1		95.1		95.1		95.1		95.1		95.1		95.8		96.3		96.6		96.8		96.9		96.9		97.0		97.1		97.2		97.2		97.1		97.0		96.8		96.9		97.0		97.4







		（資料）黒毛和種、褐毛和種、その他：畜産統計（各年2月1日現在） シリョウ

		　　　　日本短角種：H18年以前は公益社団法人中央畜産会「家畜改良関係資料」、 ニホン タンカク タネ ネン イゼン コウエキ シャダンホウジン チュウオウ チクサン カイ カチク カイリョウ カンケイ シリョウ

		　　　　　　　　　　H23年以降は独立行政法人家畜改良センター「牛個体識別全国データベース」（各年２月末日時点）





1588	1619	1805	1594	1618	1653	1683	1698	1735	1772	1758	1833	49.2	32.299999999999997	24.5	20.5	21	21.8	22.2	22.9	23.3	23.1	23	23.8	42.4	51.4	38.700000000000003	27.4	25	26.5	28.9	30.4	33.5	33.799999999999997	31.3	25.9	











Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
３ 生産体制の動向

（２）肉専用種の品種別飼養動向

6

資料：黒毛和種、褐毛和種、その他：農林水産省「畜産統計」（各年２月１日現在）
 日本短角種：H18年以前は公益社団法人中央畜産会「家畜改良関係資料」、

 H23年以降は独立行政法人家畜改良センター「牛個体識別全国データベース」（各年２月末日時点）
注：令和２年から統計手法が変更されたため、令和２年の統計手法を用いて集計した平成31年の数値を参考値として記載。

・ 肉専用種の飼養頭数は、平成22年以降減少傾向で推移していたが、29年から増加。
 ・ 肉専用種に占める黒毛和種の割合は、横ばいで推移（約97％）。

（単位

平成13 18 23 28 29 30 31
31参考値

※注
令和2 3 4

1,588 1,619 1,805 1,594 1,618 1,653 1,683 1,698 1,735 1,772 1,758

49 32 25 21 21 22 22 23 23 23 23

42 51 39 27 25 27 29 30 34 34 31

うち
日本短角種

11 9 9 7 8 8 8 8 8 7 7

1,679 1,703 1,868 1,642 1,664 1,701 1,734 1,751 1,792 1,829 1,812

品種　／　年

黒毛和種

褐毛和種

その他

合　　計


Ⅰ３（１）肉用牛の飼養戸数・頭数の推移



		　区　分　／　年 ク ブン ネン						12		平成13 ヘイセイ		14		15		16		17		18		19		20		21		22		23		24		25		26		27		28		29		30		31		31参考値
※注３ サンコウチ チュウ		令和２
※注４ レイワ		3		4		5

				肉用牛 ニクヨウギュウ		戸数（千戸） コスウ センコ		116.5		110.1		104.2		98.1		93.9		89.6		85.6		82.3		80.4		77.3		74.4		69.6		65.2		61.3		57.5		54.4		51.9		50.1		48.3		46.3		45.6		43.9		42.1		40.4		38.6

						（対前年増減率）（％） タイゼンネンゾウゲンリツ				(▲ 5.5)		(▲ 5.4)		(▲ 5.9)		(▲ 4.3)		(▲ 4.6)		(▲ 4.5)		(▲ 3.9)		(▲ 2.3)		(▲ 3.9)		(▲ 3.8)		(▲ 6.5)		(▲ 6.3)		(▲ 6.0)		(▲ 6.2)		(▲ 5.4)		(▲ 4.6)		(▲ 3.5)		(▲ 3.6)		(▲ 4.1)		(▲ 5.6)		(▲ 3.7)		(▲ 4.1)		(▲ 4.0)		(▲ 4.5)

						頭数（千頭） トウスウ セントウ		2,823		2,806		2,838		2,805		2,788		2,747		2,755		2,806		2,890		2,923		2,892		2,763		2,723		2,642		2,567		2,489		2,479		2,499		2,514		2,503		2,527		2,555		2,605		2,614		2,687

						（対前年増減率）（％） タイゼンネンゾウゲンリツ				(▲ 0.6)		(1.1)		(▲ 1.2)		(▲ 0.6)		(▲ 1.5)		(0.3)		(1.9)		(3.0)		(1.1)		(▲ 1.1)		(▲ 4.5)		(▲ 1.4)		(▲ 3.0)		(▲ 2.8)		(▲ 3.0)		(▲ 0.4)		(0.8)		(0.6)		(▲ 0.4)		(1.0)		(1.1)		(2.0)		(0.3)		(2.8)

						1戸当たり（頭） コア トウ				25.5		27.2		28.6		29.7		30.7		32.2		34.1		35.9		37.8		38.9		39.7		41.8		43.1		44.6		45.8		47.8		49.9		52.0		54.1		55.4		58.2		61.9		64.7		69.6

				うち		戸数（千戸） コスウ センコ				94.4		89.4		84.5		80		76.2		73.4										59.1								47.2		44.3		43		41.8		40.2		40.1		38.6		36.9		35.5		33.8

				繁殖雌牛		頭数（千頭） トウスウ セントウ				635		637		643		628		623		622		636		667		682		684		668		642		618		595		580		589		597		610		626		605		622		633		637		645

						1戸当たり（頭） コア トウ				6.7		7.1		7.6		7.9		8.2		8.5		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		11.3		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		12.3		13.3		13.9		14.6		15.6		15.1		16.1		17.1		17.9		19.1

				うち		戸数（千戸） コスウ センコ				21.6		21.2		19.2		18.6		20.4		17.7										15.2								11.6		11.7		11.3		10.8		10.2		10.1		10		9.7		9.5		9.5

				肥育牛		頭数（千頭） トウスウ セントウ				1,830		1,853		1,831		1,798		1,765		1,768		1,801		1,837		1,842		1,812		1,718		1,702		1,663		1,623		1,568		1,557		1,557		1,550		1,522		1,542		1,548		1,575		1,601		1,635

						1戸当たり（頭） コア トウ				84.7		87.4		95.4		96.7		86.5		99.9		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		113.0		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		ERROR:#DIV/0!		135.2		133.1		137.8		143.5		149.2		152.7		154.8		162.4		168.5		172.1





Ⅰ３（２）肉専用種の品種別飼養動向

																																																								（単位：千頭） タンイ セン トウ

		品種　／　年 ヒンシュ ネン				11		12		平成13 ヘイセイ		14		15		16		17		18		19		20		21		22		23		24		25		26		27		28		29		30		31		31参考値
※注 サンコウチ チュウ		令和2 レイワ		3		4		5

		黒毛和種				1,607		-		1,588		1,620		1,622		1,626		1,613		1,619		1,656		1,734		1,810		1,853		1,805		1,773		1,714		1,663		1,612		1,594		1,618		1,653		1,683		1,698		1,735		1,772		1,758		1,833

		褐毛和種				59		-		49		50		42		38		36		32		32		30		29		26		25		23		22		21		21		21		21		22		22		23		23		23		23		24

		その他				45		-		42		42		41		46		48		51		55		58		50		45		39		36		33		32		28		27		25		27		29		30		34		34		31		26

				うち
日本短角種 ニホン タンカクシュ		13				11						8		21		9		6		22		7		8		9		9		8		8		8		7		8		8		8		8		8		7		7		7

		合　　計				1,711		1,700		1,679		1,711		1,705		1,709		1,697		1,703		1,742		1,823		1,889		1,924		1,868		1,831		1,769		1,716		1,661		1,642		1,664		1,701		1,734		1,751		1,792		1,829		1,812		1,882



		乳用種 ニュウヨウシュ				1,607		-		444		483,200		470,700		470,400		470,700		468		459,800		431,600		411,300		421,000		412		392,500		375,500		367,500		345,300		332		313		295		274		278		268		250		247		235		肥育のみなので繁殖含む肉専との比較は不可 ヒイク ハンショクフク ニクセン ヒカク フカ

		交雑種 コウザツシュ				59		-		682		643,500		629,800		608,700		578,500		584		604,000		635,700		622,100		547,300		483		499,100		497,900		483,900		482,400		505		522		518		494		499		495		526		555		570		肥育のみなので繁殖含む肉専との比較は不可 ヒイク ハンショクフク ニクセン ヒカク フカ





				肉専における黒毛割合 ニクセン クロゲワリアイ						94.6		94.7		95.1		95.1		95.1		95.1		95.1		95.1		95.8		96.3		96.6		96.8		96.9		96.9		97.0		97.1		97.2		97.2		97.1		97.0		96.8		96.9		97.0		97.4







		（資料）黒毛和種、褐毛和種、その他：畜産統計（各年2月1日現在） シリョウ

		　　　　日本短角種：H18年以前は公益社団法人中央畜産会「家畜改良関係資料」、 ニホン タンカク タネ ネン イゼン コウエキ シャダンホウジン チュウオウ チクサン カイ カチク カイリョウ カンケイ シリョウ

		　　　　　　　　　　H23年以降は独立行政法人家畜改良センター「牛個体識別全国データベース」（各年２月末日時点）





1588	1619	1805	1594	1618	1653	1683	1698	1735	1772	1758	1833	49.2	32.299999999999997	24.5	20.5	21	21.8	22.2	22.9	23.3	23.1	23	23.8	42.4	51.4	38.700000000000003	27.4	25	26.5	28.9	30.4	33.5	33.799999999999997	31.3	25.9	
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Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
３ 生産体制の動向

（３）酪農経営における受精卵移植（ＥＴ）を活用した黒毛和種子牛の生産動向

・ 受精卵移植（ＥＴ）技術の普及などにより、酪農経営において、ＥＴを活用した黒毛和種子牛生産が年々拡大。
 ・ 和牛繁殖経営は、和牛の改良基盤として、また酪農経営に対する受精卵供給源として、和子牛・和牛生産において不可欠な経営体。
 ・ 我が国の持続的な黒毛和種生産を行うためには、繁殖経営の生産基盤の維持・拡大が重要。

繁殖経営 3.4万戸
繁殖雌牛 64.5万頭

酪農経営1.3万戸
経産牛83.7万頭

改良 受精卵
供給

和牛生産基盤

和牛改良基盤

酪農経営由来のＥＴ活用黒毛和種子牛の出生頭数の推移

資料：（独）家畜改良センター調べ



資料：農水省「食料需給表」

33.9

40.2

22.0

7.6
6.2

13.1
14.6

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

昭和35 40 45 50 55 60 平成2 7 12 17 23 27 令和４

食肉合計（牛豚鶏） 魚介類

牛肉 豚肉

鶏肉

国民一人当たりの肉類及び魚介類消費量の推移

（kg/年/１人）

8

Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
４ 消費の動向と輸出

（１）消費者ニーズへの対応①

・ 若者の魚離れや消費者ニーズの変化（切り身や刺身での購入増加）により、魚介類の消費が平成13年度をピークに減少し、平成
23年度には食肉の合計（牛肉、豚肉、鶏肉）が魚介類を上回った。

 ・ 牛肉の消費量は平成12年に7.6kg/年に達し、その後BSE発生等によりやや減少して以降ほぼ横ばいで推移し、令和４年は6.2kg/
年となっている。



【参考】これまでの取組

・ 畜産生産力・生産体制強化対策事業による食味に関連するオレイ

ン酸等を測定する機器、出荷時期の早期化に必要となる生体肉質

診断機器の導入に対する支援

・ 国内外の和牛肉の需要開拓を支援するため、和牛肉の輸出促進に

取り組むほか、国内需要を拡大するための、和牛肉の新規需要開拓、

消費拡大やインバウンド需要の喚起に対する支援

資料：令和５年度「食肉に関する意識調査」、日本食肉消費総合センター調べｎ＝1,800人

＊赤身肉より２割高程度なら38.5％、３割高程度なら12.5％、５割高程
度なら4.8％、２倍高くても3.2%が、赤身肉より霜降り肉を購入。

消費者はNo.３以下を赤身肉と認識 消費者はNo.６以上を霜降り肉と認識

資料：食肉鶏卵課推計
※格付割合をと畜頭数に乗じて算出。格付率の低い乳用雌牛についてのみ未格付頭数を１等級とみなす。

食肉に関する意識調査

品種毎の格付分布（推計）

品種毎の格付分布（イメージ）
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Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
４ 消費の動向と輸出

（１）消費者ニーズへの対応②

・ 消費者ニーズは赤身肉から霜降り肉まで多様化。なお、消費者の約６割が、価格次第で霜降り肉を購入する意向。
 ・ 消費者が赤身肉と認識する牛肉には乳用種、交雑種が、霜降り肉と認識する牛肉は黒毛和種、交雑種が占めている。
 ・ 黒毛和種、交雑種、乳用種の全体で、多様な消費者ニーズに対応している状況。
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Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
４ 消費の動向と輸出

（２）枝肉形質の推移

黒毛和種（去勢）の枝肉の格付割合の推移黒毛和種（去勢）の肉質形質の推移

資料：（公社）日本食肉格付協会調べ

（Kg）

・ これまでの家畜改良の結果、和牛の枝肉形質（枝肉重量、脂肪交雑等）の能力は向上。直近の5年で、枝肉重量は約13kg増加、脂
肪交雑（B.M.S.No）は、1.3上昇（黒毛和種（去勢））。

・ 枝肉形質が向上した結果、枝肉の格付割合は、A5割合が上昇し、A3、A4割合が低下の傾向。

10資料：（公社）日本食肉格付協会調べ
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輸出量

輸出額

輸出先国別の認定施設数

輸出施設整備
2025年（令和 ７年）

米国・EU・香港等向け：25施設
台湾・シンガポール等向け：40施設
 注：１施設で複数の国・地域の認定を受けて

いるものを含む。

牛肉の輸出額
2025年（令和 ７年） 1600億円
2030年（令和12年） 3600億円

（参考）農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略に掲げた目標

括弧内は2020年（令和２年）３月末時点
※災害で認定再申請に向けた準備中の１施設を含む。

米国 EU 香港 台湾
シンガ
ポール

認定
施設数

16
(14)

12
(7)

14
(13)

28
(23)

20
(16)

UAE カタール
バー

レーン
インド
ネシア

マレー
シア

サウジ
アラビア

認定
施設数

6
(4)

8※

(5)
6※

(5)
2※

(2)
2

(2)
3

(0)
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Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
４ 消費の動向と輸出

（３）牛肉の輸出について

・ 牛肉輸出は、輸出先国や地域の求める衛生基準に適合した食肉処理施設の整備、施設認定の迅速化の推進等により着実に増加し
ているが、中国向けは輸出再開に至っていない。また、米国の65千トンの低関税枠は、その97％をブラジル産牛肉が活用。

・ 令和５年には、輸出促進法に基づき認定された「（一社）日本畜産物輸出促進協会」によるオールジャパンの体制を構築、食肉
処理施設を中心に生産者、輸出事業者が形成したコンソーシアムによる新たな商流構築の取組等により、輸出額は増加傾向で推移。

・ 輸出に当たり、輸出先国や地域の求める衛生基準に適合した食肉処理施設の整備・認定が必要なところ、施設整備の支援、施設
認定の迅速化の推進等により着実に認定施設数が増加。

2023年
輸出額

578億円

2023年
輸出量

8,858トン

資料：財務省「貿易統計」

（トン） （億円）

うち、
正肉 192億円
くず肉、加工品 
3億円

 

※ 正肉、牛くず肉、加工品の合計。ただし、2021年以前は加工品を除く。
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713 717

Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
５ 経営の動向（生産コストの推移）

＜子牛１頭当たりの生産コスト（R4年・規模別）＞

平均813

資料：農林水産省「畜産物生産費統計」

＜肉専用種肥育牛１頭当たりの生産コスト（年別）＞＜子牛１頭当たりの生産コスト（年別）＞

1～10頭  10～20頭 20～30頭 30～50頭   50～100頭  100～200頭  200～500頭

12

（千円/頭）

430 508 438
670 818 781

193
233 290
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384 453
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もと畜費 飼料費 労働費 その他

776
887892

1,147

1,370 1,410
（千円/頭）

767 726 773 774 811 797 779

468 394 454 469 476 448 446

184
139

143 113 82 80 68
105

101 79 88 98 89 87

0

500

1000

1500

2000
もと畜費 飼料費 労働費 その他

1,524
1,360 1,449 1,444 1,467 1,414 1,380

（千円/頭）

平均
1,410

＜肉専用種肥育牛１頭当たりの生産コスト（R4年・規模別）＞
（千円/頭）

・ 生産コストは、近年、輸入飼料価格や光熱水費の高騰等により、急激に上昇。このため、飼料の国内生産、飼料利用性の向上、分
娩間隔・肥育期間の短縮など、様々な観点での生産コストの低減が重要。

・ 規模別に見れば、子牛生産では50頭以上の規模層で飼料費や労働費の低減がみられるが、肥育牛生産では、素畜費が６割程度占め
ているため、大きな低減はみられない。



Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
６ 収益力向上・低コスト経営のための取組

（１）ＩＣＴ機器の導入

飼養管理におけるICT機器の活用
（タイプ別の特徴）
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2018 2019 2020 2021

分
娩

間
隔

割
合

（
％

）

～364日以下 365～424日 425日以上

導入前 導入後

平均空胎日数 20日

平均分娩間隔 37日

年間出荷頭数 9頭

繁殖経営（繁殖雌牛35頭、子牛25頭）

肥育経営（肥育牛500頭）

通知によって
起立困難の牛を救出した回数

5回
肥育牛の死亡回避による売上増

５頭×120万円=年間600万円

牛向けウェアラブルデバイスにより発情・分娩兆候、活動低下・
起立困難などの行動データを飼養管理に活用。

微細な兆候から危険信号まで探知し「プッシュ通知」

13

・ 肉用牛経営においては、ＩＣＴ機器の導入により、事故率の低減や繁殖管理の改善による収益性の向上が可能となる。
・ さらに、労働力不足への対応としても有効。

タイプ 特徴

首装着

加速度センサーにより
飼育牛の活動量を測定
し、発情・体調不良など
の検知が可能

胃内投与
（カプセル）

牛の胃の中にバイオカプ
セルを経口投与し、カプ
セルセンサーが牛の体温
などを管理

監視カメラ

妊娠牛をカメラで監視し、
画像認識AI技術によって
分娩兆候を検出し、
農家に自動通知

体温センサー
妊娠牛を温度センサーで
監視し、分娩兆候等を検知
し、農家に通知

飼養管理におけるICT機器の活用
（具体な効果の事例）



鹿児島県の肉用牛農家の取組

• 主に肥育前期、経産牛肥育で青刈りとうも

ろこし主体の発酵TMRを給与。

• 配合飼料の総給与量を一定程度抑えつつ、

増体重視の肥育経営を実施。

• TMRに混合する青刈りとうもろこしは、収穫

後半年以上発酵させ、混合してTMRとした

後にも更に約３か月間発酵し、給与。

長崎県平戸市 石原放牧部会の取組

• 平戸市生月町では、従来より共同牧
野を中心に放牧を実施。

• 平成24年に畜産農家３戸が放牧部
会を設立。耕作放棄地を利用した黒
毛和種繁殖雌牛の放牧を開始。

• 耕作放棄地の解消により景観が改
善され、周辺地域は観光PRや自動
車CM、映画撮影に利用。

いきつきちょう

• 放牧面積3.7ha、放牧頭数11頭（R４） 14

Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
６ 収益力向上・低コスト経営のための取組

（２）繁殖経営での放牧利用、粗飼料多給による飼養

・ 放牧は、飼料生産・給与等の省力化やコスト低減、適度な運動による繁殖成績向上などのメリット。経営内での放牧利用のほか、
公共牧場や中山間地域の耕作放棄地等で活用。

 ・ 飼料費削減のため、濃厚飼料の低減が重要。高栄養のため濃厚飼料の置き換えも可能な青刈りとうもろこしの活用が一つの選択
肢。最近では、肥育牛での取組例もでてきている。

〇 粗飼料と濃厚飼料の割合（令和４年、TDNベース）

濃厚飼料粗飼料

＜肉用牛＞

繁殖 58％ 42％

87％肉専用種肥育 13％

農林水産省「令和４年畜産物生産費統計（確報）」より試算

低減が重要

何を入れるか検討

注：令和４年畜産物生産費（子牛生産費２～５頭未満規模）による子牛１頭当たりの生産費から試算

＜前提条件＞繁殖雌牛２～５頭未満規模、放牧期間：５月～10月（６か月）

（千円）

肉用牛繁殖経営

255

332

232

373

188

227

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

放
牧

舎
飼

飼料費 労働費 その他経費

933千円/頭・年

675千円/頭・年

約28%のコスト低減
（258千円/頭の削減）

放牧による飼養管理のコスト削減効果の試算

放牧利用 粗飼料多給による飼養
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Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
６ 収益力向上・低コスト経営のための取組

（３）繁殖性の推移

15資料：（公社）全国和牛登録協会調べ
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（ヶ月） 初産月齢の推移（黒毛和種）
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15

・ 肉用牛（黒毛和種）の初産分娩月齢は、直近10年は24.5ヶ月齢で概ね推移。
・ 分娩間隔の短縮により生産性向上が図られるものの、近年はほぼ横ばい。最頻値は11.3ヶ月だが、分娩間隔の長い繁殖雌牛が多い

ため、 平均値は13.2ヶ月。産次が増えるほど分娩間隔は長くなる傾向にあり、生産コスト低減のため、適切な時期に繁殖雌牛を更
新することが重要。

資料：（公社）全国和牛登録協会調べ

資料：（公社）全国和牛登録協会調べ

資料：（公社）全国和牛登録協会調べ



Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
（参考）優良繁殖雌牛更新加速化事業

１．現状と課題

２．対応の方向 ３．事業内容

飼料等生産コストの増大や牛肉価格の低迷等により肥育農家の素畜購買意欲が低下していることから、肉用子牛価
格は低水準で推移しており、特に高齢の繁殖雌牛から生産された肉用子牛については低価格で取引される傾向が顕
著である。

鹿児島県における母牛産次別の子牛販売価格

※ 鹿児島県提供データを基にグラフ化（ R４.６～12）
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90,000

100,000
10歳以上の頭数：121,338頭

(全体の20.7%)

全国の繁殖雌牛の年齢別飼養頭数（R4.6.1時点）

R5補正所要額 5,420百万円

高齢の繁殖雌牛から、増体や肉質に優れた優良な若い
繁殖雌牛への更新を加速化する。
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優良な繁殖雌牛への更新を支援 10万円/頭
（ 希少な父牛に由来する繁殖雌牛の場合 15万円/頭 ）

10歳以上

繁殖雌牛群 繁殖雌牛群

優良な繁殖雌牛

母牛の能力向上により優良な子牛が出生し、販売価格が上昇
16

資料：（公社）全国和牛登録協会調べ

資料：（公社）日本食肉格付協会「牛枝肉格付 出荷県別格付結果情報」
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Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
６ 低コスト経営のための取組

（４）出荷月齢の早期化（肥育開始月齢、肥育期間、出荷月齢の推移）

・ 肥育開始月齢の早期化や肥育期間の短縮による出荷月齢の早期化（早期出荷）は、低コスト生産や適度な霜降りで値頃感のある牛
肉生産に有効な手段の一つであるが、肥育期間等は横ばいで推移。

・ 関係者間では、早期出荷は「締まり・きめ等の肉質や食味が劣る」等と思われる傾向があるが、枝肉重量等に有意な差はなく、「
締まり・きめ」や食味においても変わりがないとの試験結果。

・ 早期出荷の普及・定着には、関係者の理解を醸成しながら生産者と流通事業者が連携して安定生産に取り組むことが重要。
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30.0 29.5

28.5

29.5

30.5

H
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資料：農林水産省統計部「畜産生産費統計」
「畜産生産費統計」は、H15~17及びR元~R3が「年次」、H18~H30が「年度」

肥育期間の短縮による早期出荷と慣行出荷の比較黒毛和種(去勢)の導入月齢、肥育期間、出荷月齢の推移

【参考】これまでの取組

・ 肥育牛の出荷時期の早期化に必要となる生体肉質診断機器の導入、技術習得に対する支援

・ 早期出荷に適した子牛の哺育・育成マニュアルの作成・普及

・ 産地の関係者による早期出荷コンソーシアムの設立や早期出荷生産の有効性を実証する取組に対する支援

・ 早期出荷牛肉の認知度向上及び理解醸成のための品質評価等の取組に対する支援 17

導入月齢

肥育期間

出荷月齢

温室効果ガス排出量資料：（独）家畜改良センター「黒毛和牛の
肥育期間の違いによる肉質について」
（令和３年） 

肉質

食味

※分析型官能評価値は値が大きいほど「やわらかくジューシーで、うまみ・香り・風味が強い」事を意味します。



・ 子牛の生産にあたり、主に脂肪交雑に優れる特定の種雄牛に人気が偏る傾向。
・ 種雄牛別の子牛出荷頭数を見ると、上位15頭の種雄牛の子牛で、市場取引頭数の約５割を 占める。  

資料：畜産振興課調べ（各都道府県の上位10頭を集計） 18

Ⅱ 肉用牛改良をめぐる情勢
１ 遺伝的多様性
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種雄牛別子牛市場出荷頭数（令和４年度 上位30頭）
（頭）

上位15頭の産子の取引頭数：161千頭

Ｒ４年度肉用子牛取引頭数※：363千頭

※（独）農畜産業振興機構「肉用子牛取引情報」

上位15頭で
全体取引の約45％



Ⅱ 肉用牛改良をめぐる情勢
２ 近交係数の推移
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近交係数の推移（黒毛和種）

資料:（公社）全国和牛登録協会 雌の登録牛

・ 改良の進展により、産肉能力や肉質向上が進んだ一方で、主に脂肪交雑に優れる種雄牛に利用が集中し、集団全体で近交係数の
上昇、遺伝的多様性の喪失が懸念。

・ 和牛は、我が国固有の遺伝資源であり、遺伝的多様性にも配慮しつつ、国内で育種・活用していく必要。

近交係数の上昇による影響

遺伝的不良形質の発現
・死産
・不妊
・受胎率の低下
・発育不良 

19
資料:（公社）全国和牛登録協会 令和２年生まれの雌の登録牛

都道府県 平均 都道府県 平均 都道府県 平均 都道府県 平均

北海道 7.7 東京都 7.4 滋賀県 9.8 香川県 7.9

青森県 7.4 神奈川県 8.5 京都府 8.6 愛媛県 8.2

岩手県 7.5 新潟県 7.5 大阪府 7.4 高知県 7.7

宮城県 8.1 富山県 8.2 兵庫県 22.1 福岡県 8.0

秋田県 7.8 石川県 7.0 奈良県 7.8 佐賀県 8.0

山形県 7.9 福井県 7.7 和歌山県 7.0 長崎県 7.7

福島県 7.9 山梨県 7.6 鳥取県 9.1 熊本県 8.0

茨城県 8.0 長野県 7.7 島根県 7.3 大分県 7.2

栃木県 7.7 岐阜県 10.5 岡山県 7.5 宮崎県 9.6

群馬県 7.6 静岡県 7.7 広島県 7.3 鹿児島県 9.2

埼玉県 7.7 愛知県 7.6 山口県 7.5 沖縄県 7.4

千葉県 7.9 三重県 8.2 徳島県 7.7 全国 9.7

【兵庫県の取組】
近交係数の上昇速度の緩和・遺伝的多様性確保に向けた取組

①新たな分類手法での系統分類
⇒始祖個体の遺伝子保有確率をもとに但馬牛集団を５系統に分
類（ジーンドロッピング法）し、系統内交配で種雄牛を造成。また、
ゲノム情報を用いた系統分類についても検討中。

②種雄牛の精液配布本数の制限
⇒種雄牛1頭あたりの年間の配付本数について、一定の制限を設定

③種雄牛の廃用及び精液供給中止の考え方の策定
⇒精液の通算配布本数や当該種雄牛を父とする雌牛の登録頭数
または現存頭数を勘案し、種雄牛の廃用を検討。また、廃用後の
種雄牛の精液供給年数に制限を設定。

④交配シミュレーションソフト(MSAS)の開発・普及
⇒繁殖農家が交配前に産子の近交係数を把握することが可能

都道府県別近交係数



Ⅱ 肉用牛改良をめぐる情勢
３ 新たな改良形質に係る取組状況①（牛肉の食味）

・ 改良関係機関では、脂肪酸組成等のおいしさ評価に関する科学的知見の蓄積に努め、消費者の視点に立った評価として利用可能な
「食味」に関する成分含有量等の指標化に向けた検討を行っている。

・ 全国の和牛産地においても、脂肪酸組成等のおいしさに関連した指標によるブランド化の取組が普及しつつある。

【（公社）全国和牛登録協会】
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全共
枝肉重量

(kg)
ロース芯
面積(cm2)

バラの厚
さ(cm)

皮下
脂肪厚(cm)

歩留
(％)

BMS
No.

MUFA
予測値

第10回（H24年） 446.4 58.3 7.6 2.4 74.3 6.6 57.6

第11回（H29年） 482.5 66.4 8.7 2.3 75.8 8.3 54.4

第12回（R4年） 478.8 69.9 8.1 2.3 75.9 10.3 56.4

表 全国和牛能力共進会の枝肉成績

・小ザシの度合いを示す指標として、粗脂肪含量相対値（RFV）を算出。
・全国和牛能力共進会（肉牛の部）では、「MUFA※予測値」による脂肪の

質の評価結果を加味した審査を実施。

【全国の和牛産地】

資料：（独）農畜産業振興機構（畜産の情報 2019年6月）
「オレイン酸に着目したブランド和牛生産の実態と課題」中村学園大学 中川准教授

県 和牛肉のブランド名 発足年月

大分県 豊味いの証（うまいのあかし） 2011年2月

鳥取県 鳥取和牛オレイン55 2011年2月

長野県 信州プレミアム牛肉 2009年3月

石川県 能登牛プレミアム 2011年12月

・オレイン酸等の脂肪交雑以外
の新たな価値観を訴求した
ブランド化を展開。繁殖雌
牛のオレイン酸等のゲノ
ミック育種価を評価。

【（独）家畜改良センター】

脂肪交雑（BMS）が同じでも筋肉内脂肪含量（IMF）はバラつきがあり（下
図）、IMFが高いものは粗ザシとなる傾向（画像）。小ザシ化はBMSを下げ
ずに、IMFを低下させる可能性。小ザシと食味の関係を調査中。

既に食肉処理施設への普及が進みつつある光学測定機器により簡便に
測定可能な、小ザシの度合いを表す指標を検討。

資料：JRA事業・和牛の遺伝的多様性等活用
調査研究事業報告書

粗ザシ, BMS 9,
粗脂肪 64.6％

小ザシ, BMS 9,
粗脂肪 35.3％

図. BMS No.と筋肉内脂肪含量の関係
BMS No.

筋
肉

内
脂

肪
含

量

画像. 同じBMSにおける粗ザシと小ザシの例

・種雄牛パンフレットにおいて、
枝肉断面の画像解析技術により
測定した脂肪交雑の形状（小ザ
シ）やオレイン酸の育種価を公
表（（一社）ジェネティクス北
海道、岡山県等）。 資料：岡山県黒毛和種種雄牛案内2024（岡山県農林水産総合センター畜産研究所）

・独自の小ザシ基準を認定要件に
取り入れたブランドを展開
（茨城県・茨城県常陸牛振興会）。

※オレイン酸等の一価不飽和脂肪酸

牛肉のおいしさについ
て、客観的に評価でき
るような分析手法を研
究開発。

【（一社）家畜改良事業団】



Ⅱ 肉用牛改良をめぐる情勢
３ 新たな改良形質に係る取組状況②

○ 飼料利用性の指標として、種雄牛の直接検定時に余剰飼料摂取量
（RFI）を算出。種雄牛のRFIのゲノム評価やその後代の肥育時にお
ける飼料利用性の関係性の解明に向け検討中。

○ 繁殖雌牛の分娩間隔の育種価を算出し、農家に提供。

○ 繁殖能力と関連するSNP情報を探索し、種畜選抜の手法を検討。

【（公社）全国和牛登録協会】

【（一社）家畜改良事業団】

○ 飼料利用性の育種選抜指標及び
短期肥育育種選抜指標の開発を開始。

○ 初期発育に係る遺伝的能力評価手法の開発を実施中。

○ 肉質形質等を効率的に改良するための高度化したゲノム評価
手法を開発。

【（国研）農業・食品産業技術総合研究機構】

21

・ 消費者ニーズに沿った肉用牛生産のため、 脂肪交雑以外（飼料利用性、繁殖性、脂肪の質、コザシなど）に着目した生産が重
要であり、今後、実用化に向けた更なるデータの蓄積や生産現場への普及が課題。

○ 脂肪酸組成に加え、発育関連
形質（在胎期間、生時体重、日
齢枝肉重量）に関するゲノミッ
ク評価を公表。

○ 枝肉における脂肪形状に関する遺伝的能力評価の研究を
実施。

○ ICT情報を活用した肉用牛の行動や耐暑性等に関する研究
を実施。

○ 種雄牛側からの受胎率向上に関する研究を実施。

【（独）家畜改良センター】

○  飼料利用性等に関するゲノミック評価を活用した種雄牛造成

○  短期肥育に利用できる指標開発のための肥育試験・肉質調査

【ゲノミック評価】飼料摂取量を管理

データ蓄積 SNP解析 ← DNA抽出 ←  採血

表．26カ月齢肥育と29カ月齢肥育の格付けデータ（平均値）

※MUFA: 一価不飽和脂肪酸。単位は%であり、測定した脂肪酸全項目に占める各MUFAの総和。MUFAの中で
もオレイン酸の割合が最も多い。

歩留 肉質

26ヶ月区 14 509.8 A 4.1 4.4 4.4 56.2 50.7

29ヶ月区 10 515.7 A 4.4 4.5 4.5 58.2 51.7

MUFA※

(%)
オレイン酸

(%)
試験区 n

枝肉重量
(kg)

等級
締まり きめ

肥育期間中
の濃厚飼料・
粗飼料の摂
取量を調査



Ⅱ 肉用牛改良をめぐる情勢
４ 遺伝資源の保護管理
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○ 家畜人工授精所における業務の実態把握や法令遵守の徹
底を図るため、各地方農政局等、都道府県及び(独)家畜改
良センターとの連携の下、全国の家畜人工授精所（令和4年
次報告：5,197か所）に対し、家畜改良増殖法に基づく立入検
査を実施。

○ これまでに2,841か所の家畜人工授精所に立入検査を実施

し、運営状況を確認するとともに、その結果を踏まえ法令遵
守の徹底を推進。

精液・受精卵の流通管理の徹底

○ 運営状況の報告結果等を踏まえた法令遵守の再徹底のた
めの通知を発出(令和４年６月24日)

○ 都道府県担当者会議、家畜人工授精師等実務者への研修
会等を実施

和牛遺伝資源の保護

○ 和牛の精液・受精卵について、家畜遺伝資源に係る不正競
争の防止に関する法律に基づき、知的財産としての価値の
保護するため、契約等により使用可能な範囲や目的を明示
する取組を普及。

○ 生産事業者の令和4年報告において、譲渡契約の実施が
確認できた者の割合

精液生産事業者：98％
受精卵生産事業者：56％

○ 立入検査や人工授精師等実務者への研修会等の機会を
通じて譲渡契約の普及を推進

・ 和牛遺伝資源の適正な流通の確保や、その知的財産としての価値の保護強化を図るため、令和２年10月に「家畜改良増殖法の一部
を改正する法律」及び「家畜遺伝資源に係る不正競争の防止に関する法律」が施行。



乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 ブロイラー

畜種別の温室効果ガス
排出量（CO₂換算）

672万トン
（45%）

542万トン
（37%）

180万トン
（12%）

51万トン
（4%）

28万トン
（2%）

家畜排せつ物
管理由来

271万t-CO₂ 
（5.7％）

家畜排せつ物管理由来
342万t-CO₂ 
（7.1％）

家畜消化管内
発酵由来

866万t-CO₂ 
（18.1％）

農林水産分野由来のうち
畜産由来  約31％

農林水産分野
排出量

4,790万t-CO2

二酸化炭素
(30.7%)

メタン
(51.1%)

一酸化
二窒素
(18.2%)

農用地の土壌由来
10.9% 

稲作由来
27.3% 

燃料燃焼由来
30.0% 

石炭・尿素施用由来
0.9% 

農林業由来 22％
農業
11%

総排出量
約590億t-CO2 /年

林業とその他
土地利用

11%

農林水産分野由来 約４％
(うち畜産由来 約１％)

世界の温室効果ガス排出量

日本の温室効果ガス排出量

農林水産分野の温室効果ガス排出量の内訳

Ⅲ 持続的な肉用牛生産のための新たな課題
１ 環境負荷低減への対応①

総排出量
11億3,500万t-CO2

出典：「IPCC第6次評価報告書第３作業部会報告書（2022年）」、
温室効果ガスインベントリオフィス（2022年度）

＊温室効果は、CO2に比べCH4で28倍、N2Oでは265倍。

・ 地球規模の課題である気候変動問題の解決に向けて、政府全体で、2050年カーボンニュートラル、2030年度において温室効果
ガス46％削減目標（2013年度比）が設定され、農林水産省においても、「みどりの食料システム戦略」及び「みどりの食料シス
テム法」に基づき、環境負荷低減の取組を推進。

・ 畜産業においても温室効果ガスの削減等、調達、生産、加工・流通、消費の各段階における環境負荷低減の取組を通じて、将
来にわたって持続可能な食料システムの確立に貢献することが求められている。
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Ⅲ 持続的な肉用牛生産のための新たな課題
１ 環境負荷低減への対応②

農林漁業者・食品産業事業者等による実施が想定される主な方法論

・ 温室効果ガスの排出削減・吸収量をクレジットとして国が認証し、民間資金を呼び込む取引を可能とするＪークレジット制度
は、農林漁業者等が削減・吸収の取組により生じるクレジットを売却することで収入を得ることができることから、農林水産分
野での活用が期待される。

・ 現在、Ｊークレジット制度全体で70の方法論が承認されており、このうち、畜産分野の方法論は３つ（2023年11月時点）
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• 牛・豚・ブロイラーへのアミノ酸バランス改善飼料の給餌

• 家畜排せつ物管理方法の変更

• 肉用牛へのバイパスアミノ酸の給餌

家畜にアミノ酸バランス改善飼料を給餌することにより、排せつ
物管理からの一酸化二窒素(N2O)排出量を抑制

家畜排せつ物の管理方法を変更することにより、メタン(CH4)
及び一酸化二窒素（N2O）の排出量を抑制

肉用牛に、バイパスアミノ酸を加えた飼料を給餌することで成育を促進
し、従来より肥育期間が短縮されること等により、枝肉重量あたりのメタン
（CH4）及び一酸化二窒素（N2O）の排出量を抑制

給餌

ふん尿

消化管内発酵

CH₄、N2O
排出を抑制

バイパスアミノ酸
を加えた飼料

ふん尿

N
N2O

排出を抑制給餌
アミノ酸バランス
改善飼料 N

畜産分野の方法論

ふん尿 （例）貯留 （例）強制発酵

変
更貯留槽

N

CH₄、N2O
排出を抑制

（2023年11月時点）



 畜産物の輸出拡大を図るため、我が国のアニマルウェルフェアの水準を国際水準とすべく、
WOAHコード（採卵鶏はその案）に基づき、国として指針を示すこととした。

 国の指針は、WOAHコードに沿って、各畜種ごとの飼養管理等について「実施が推奨され
る事項」と「将来的な実施が推奨される事項」が明確になるよう取りまとめ、畜産局長通
知として発出した（令和５年７月２６日）。

 今後は、実施状況を国がモニタリングし、その結果も踏まえ、「実施が推奨される事項」
について、各事項毎に適切な達成目標年を設定する。将来的に、可能な項目については、
補助事業のクロスコンプライアンスの対象とするなど、アニマルウェルフェアの普及・推
進を加速化していくこととする。

国による新たな指針

アニマルウェルフェアに関する新たな指針の策定について

 アニマルウェルフェアに配慮した飼養管理を普及・定着させるため、基本的な考え方につ
いては農林水産省から畜産振興課長通知を発出し、畜種ごとの飼養管理方法については、
(公社)畜産技術協会等が民間の自主的な指針を作成し、公表してきた。

 他方、協会の指針は、WOAHコードを踏まえているものの、「実施が推奨される事項
(should)」、「将来的な実施が推奨される事項(desirable等)」の区分が明確になっていない
等の課題があった。

これまでの通知・指針
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Ⅲ 持続的な肉用牛生産のための新たな課題
２ アニマルウェルフェアへの対応

見直し



｢肉用牛の飼養管理に関する技術的な指針」の概要

第１ 管理方法
【実施が推奨される事項】 
 除角と去勢を行う際は、獣医師等の指導の下、可能

な限り苦痛を生じさせない時期と方法を選択するこ
ととし、

• 除角は角が未発達な時期（生後２か月以内）に実
施し、それ以降は常に麻酔薬等を使用。

• 去勢は生後３か月以内に実施し、それ以降は必要
と判断された場合は麻酔薬等を使用。

 蹄の働きを正常に保ち、蹄病を予防するため、定期的に
削蹄する。

 鼻環の装着後は過度に捻る等不適切な使用はしない。
 未経産牛は成熟するまで繁殖に供しない。
 分娩牛には、床が平面で乾燥した分娩区域を提供する。

第２ 栄養
【実施が推奨される事項】 
 質及び量ともにその生理学的要求を満たす飼料及び水

を毎日過不足なく給与し、ボディコンディションスコアの
許容範囲を逸脱しないよう管理する。

 脂肪交雑を高めるため、ビタミンAの給与量を制御する
場合、「日本飼養標準」等を参照し、栄養の適切な給与
に注意する。

 飼槽や給水器は、清掃が容易な構造とし、定期的に点
検や清掃を行う等、適切に維持する。

第３ 牛舎
【実施が推奨される事項】 
 繋ぎ飼い方式で飼われている牛は、繋がれていない状

態で運動が十分にできるようにする。
 放し飼い方式では、牛同士の闘争や競合による損傷が

発生する可能性があるため、よく観察するとともに、飼養
密度や牛群の編成に注意する。

 追い込み柵、牛房等は、牛の損傷を予防するため、鋭利
な角や突起がないよう設計し、管理する。

第４ 牛舎の環境
【実施が推奨される事項】 
 気温が高い場合は、大型扇風機による送風、屋根への

散水等の暑熱対策を講じる。
 換気システムは、牛舎全体に常に新鮮な空気を供給で

きるよう設計する。

第５ アニマルウェルフェアの状態確認等
【実施が推奨される事項】 
 災害による影響を可能な限り小さく抑えるため、危機管

理マニュアル等を整備する。

第６ 肉用牛のアニマルウェルフェアの測定指標
 アニマルウェルフェア上の問題が生じている場合に見

られる特定の行動等を測定指標として列挙。
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Ⅲ 持続的な肉用牛生産のための新たな課題応
２ アニマルウェルフェアへの対応



【参考資料編】



資料：農林水産省「令和４年農業総産出額（全国）」

生乳

7,916億円

23%

肉用牛

8,257億円

24%豚

6,713億円

19%

鶏

9,716億円

28%

その他

2,076億円

6%

畜産の産出額
３兆４，６７８億円

その他

11%

畜産

39%

米

16%

野菜

25%

果実

10%

農業産出額
９兆０，０１５億円

○令和４年の農業・畜産産出額

※

※四捨五入の関係で、グラフと説明の記載は一致しない場合がある。

○ 肉用牛の産出額の多い都道府県

都道府県
産出額
（億円）

全国に占め
る割合

鹿児島県 1,228 16％

北海道 1,203 15％

宮崎県 826 10％

熊本県 452 6％

長崎県 275 3％

（１～５位計） 3,984 50％
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Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
１ 我が国の農業における肉用牛の地位

・ 令和４年の農業産出額は９兆０,０１５億円。うち畜産は３兆４,６７８億円となっており、産出額の約３９％を占め、うち肉
用牛は、約２４％を占める。

・ 肉用牛産出額は鹿児島県が最も多く、産出額の上位５道県で全国の産出額の約50％を占める



※その他には、子牛を含む

・ 我が国における牛肉供給のうち、国産牛肉は約３８％のシェア。
・ 国産牛肉は、繁殖経営を起点とする肉用種、酪農経営を起点とする肉用種（受精卵移植）・交雑種・乳用種から供給。
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Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
２ 肉用牛（牛肉）の生産・供給構造

繁殖・肥育一貫農家
育成・肥育一貫農家

牛肉供給量
約９１０千㌧
（部分肉ベース）

国産
約３４８千㌧

（３８.２％）

輸入
約５６３千㌧
 （６１.９％）

海外繁殖農家 肥育農家

和牛
約１６５千㌧
 （1８.１％）

交雑種(Ｆ１)
約９２千㌧
 （10.１％）

乳用種
約８５千㌧
 （９.３％）

と畜頭数
約１４千頭

肥育もと牛
生体輸入

酪農家

２歳以上頭数
（R4.2→R5.2）
９２４→９９６千頭 

受精卵移植産子

育成・肥育一貫農家

と畜頭数
約２５４千頭

育成農家 肥育農家

交雑種(Ｆ１)
約５７０千頭

肥育もと牛

繁殖農家

肥育農家

と畜頭数
約４９４千頭

肥育もと牛

和牛経産牛

肥育牛
約８３１千頭

子取り用めす牛頭数
（R4.2→R5.2）

６３７ →６４５千頭

和
牛
生
産

交
雑
種
（
Ｆ
１
）生
産

乳
用
種
生
産

輸
入

肥
育
も
と
牛

 冷蔵・冷凍
 約５６３千㌧
 （部分肉ﾍﾞｰｽ）

輸
入
牛
肉

育成農家

乳用種経産牛

肥育農家

育成・肥育一貫農家
と畜頭数
約３３２千頭

肥育もと牛
ヌ
レ
子

ヌ
レ
子

（
和
牛
♂×

乳
用
種
♀
）

乳用種
約２３５千頭

その他
約５千㌧
（0.6％）

育成農家



要求事項 米国 ＥＵ 台湾

施設基準
輸出可能な畜種以外の処理施
設との分離

要
（完全に区画）

要
（完全に区画）

要
（ゾ－ニング、時間区分管理等
も可能）

懸垂放血（ドライランディン
グゾ－ンの設置）

要 要 －

懸垂レ－ルの高さ
放血：4.9m以上
解体：3.4m以上

放血：4.9m以上
解体：3.4m以上

－

衛生管理 HACCP方式の衛生管理 要 要 要

食肉処理施設の室温
10℃以下
（15℃以下かつ5時間毎に器具の
洗浄消毒でも可）

12℃以下 15℃以下

必須の微生物検査
大腸菌
STEC（腸管出血性大腸菌）
サルモネラ

一般生菌数
腸内細菌科菌群
サルモネラ

－

残留物質モニタリング 要 要 －

動物福祉 モニタリングの実施・記録 － 要 －

けい留中の給餌 24時間以上で要 12時間以上で要 －

鼻環牽引 不可 不可 －

その他 フ－ドチェ－ン情報管理 － 要 －

Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
３ 牛肉の輸出に関する規制について～米国・ＥＵ・台湾向け牛肉輸出認定に必要な事項～

※一部抜粋。詳細は必ず各国の輸出牛肉の取扱要綱を御確認ください。 30



※詳細は必ずEU当局が発表している情報を御確認ください。
※4/22時点

規制 概要 求められる対応

動物用医薬品
(2019/6)

・薬剤耐性菌への対応強化のため、畜水産物生産におけ
る抗菌剤の使用を制限。

・EU域内へ輸出される畜産物について、使用禁止抗菌剤
の不使用を証明する公的証明書が必要。

・対象となるホスホマイシンについて、不使用申告に基づ
き証明。

・2026年９月３日より、EU等向け通関牛肉に適用開始。
・ただし、保管、輸送、肥育期間や素牛導入時期を考慮し、
上記日程より前から対応する必要。

残留物質モニタリング

（英国、欧州連合、スイス、リヒテンシュタ
イン及びノルウェー向け輸出食肉の取扱
要綱の規定）

・これまでと畜場で行われていた残留物質モニタリングに
ついて、生産農場においても実施。

・2024年より都道府県等の職員がEU向け出荷農場にお
いて検体（尿）を採取

包装および包装廃棄物
（PPWR: The Packaging and Packaging 
Waste Regulation）

・包装に関して、リサイクル材の一定割合以上の利用、リ
サイクル可能であることの義務付け、含有物質の規制
等を規定。
2024年３月 暫定合意
～2024年６月 正式合意
2024年６月～ 下位規則の制定
2030年～ 適用開始見込

・食肉に使用される多層フィルムも対象であるため、対応
が求められる。

・詳細は下位規則で規定される予定であり、不明。

アニマルウェルフェア
（1/2005）

・EU域内外における動物の輸送について、輸送時間の上
限設定、休憩時間の確保、スペースや気温の要件等を
規定。
2023年12月 欧州委が改正案を発表
～2024年４月 パブコメ
2024年４月～ 議会・理事会にて議論

・現時点では、生体輸送についての改正案のみのため、
牛肉輸出における対応は不要。

・しかしながら、いずれは、表示、飼養管理、と畜に係る
条件も見直される予定のため対応が発生する可能性。

森林デューデリジェンス
（2021/0366(COD)）

・牛を含む産品が、森林破壊によって開発された農地で
生産されていないことを申告する必要。
2023年５月 規則成立
2024年12月～ 適用開始（中小企業は半年猶予）

・当該産品が森林破壊によって開発された農地で生産さ
れていないことを確認するデューディリジェンスの実施
と報告をする必要。

・2024年12月30日までに実施規則により定められる「高・
低リスク国」の区分によって報告事項が決定。

・EUは、2024年中に情報システムを構築予定。

Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
３ 牛肉の輸出に関する規制について～EU等向け牛肉輸出に関係する規制等の概要～
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注：日々の中心値の月平均である。（令和６年３月の値は12日までの平均値）

○とうもろこしの国際価格は、令和４年２月のロシアによるウクライナ侵攻を受けて上昇し４月には８ドル/ブッシェルを突破。その後需
給ひっ迫の懸念が後退し、米国や南米の需給等の動向を受け、令和６年６月現在は４ドル/ブッシェル台中盤まで下落。

○大豆油かすの国際価格は、大豆油の需給や中国の飼料需要の動向等により変動。令和６年６月現在は300ﾄﾞﾙ/ｼｮｰﾄﾄﾝ台中盤で
推移。

○海上運賃（フレート）は、令和３年には船腹需要の増加により上昇し、同年10月には79ﾄﾞﾙ/ﾄﾝまで上昇。その後は、船腹需要の減
少の影響で下落。令和６年５月現在は50ﾄﾞﾙ/ﾄﾝ台後半で推移。

○為替相場は、大きく変動しており、令和６年６月現在は156円/ﾄﾞﾙ程度で推移。

Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
４ 配合飼料価格に影響を与える要因の動向

＜とうもろこしのシカゴ相場の推移（期近物）＞

＜為替相場の推移＞

＜海上運賃の推移（ガルフ～日本）＞

＜大豆油かすのシカゴ相場の推移（期近物）＞

注：ｼｶｺﾞ相場の日々の終値である。

注：ｼｶｺﾞ相場の日々の終値である。

※１ブッシェル=25.4kg

※１ショートトン=907.2kg

注：月平均値である。（令和６年５月の値は第５週までの平均値）
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注１：輸入原料価格は、とうもろこし、こうりゃん、大豆油かす、大麦、小麦の５原料の平均価格。平成28年第３四半期までは、ふすまを含む６原料の平均価格。
注２：平成25年度以前の通常補塡については現在と計算方式が異なるため、平均/基準輸入原料価格の差と通常補塡の交付額が一致しない。
注３：令和３年度第４四半期及び令和４年度第４四半期の異常補塡は、平成26年に設けた「特例基準輸入原料価格」を用いて交付額を算出。
注４：令和５年度より、緊急補塡による補塡金交付（国：民間＝２：３）を実施。
注５：数値は速報値。 資料 ：財務省「貿易統計」、（公社）配合飼料供給安定機構「飼料月報」

Ⅰ 牛肉の需給・流通及び肉用牛経営をめぐる情勢
５ 輸入原料価格の推移と配合飼料価格安定制度の補塡の実施状況
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上段：輸入原料価格（単位：左軸）
： 平均輸入原料価格（当該四半期）
： 基準輸入原料価格（直前 １年間）

※平成25年度以前は建値（メーカー希望価格）を基準に
通常補塡を算定

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

下段：補塡金交付額（単位：右軸）
： 異常補塡
： 通常補塡
： 緊急補塡（新たな特例）
： 配合飼料価格高騰緊急特別対策

円／トン

H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 R3年度 R4年度 R5年度

平均輸入原料価格
（48,755円/ﾄﾝ）

（令和６年１－３月期）

基準輸入原料価格
（53,945円/ﾄﾝ）

（直前1年間：令和５年１月-令和５年12月期）

33


Graph1

		4月		4月		4月		4月		4月		4月

		7月		7月		7月		7月		7月		7月

		10月		10月		10月		10月		10月		10月

		1月		1月		1月		1月		1月		1月

		4月		4月		4月		4月		4月		4月

		7月		7月		7月		7月		7月		7月

		10月		10月		10月		10月		10月		10月

		1月		1月		1月		1月		1月		1月

		4月		4月		4月		4月		4月		4月

		7月		7月		7月		7月		7月		7月

		10月		10月		10月		10月		10月		10月

		1月		1月		1月		1月		1月		1月

		4月		4月		4月		4月		4月		4月

		7月		7月		7月		7月		7月		7月

		10月		10月		10月		10月		10月		10月

		1月		1月		1月		1月		1月		1月

		4月		4月		4月		4月		4月		4月

		7月		7月		7月		7月		7月		7月

		10月		10月		10月		10月		10月		10月

		1月		1月		1月		1月		1月		1月

		4月		4月		4月		4月		4月		4月

		7月		7月		7月		7月		7月		7月

		10月		10月		10月		10月		10月		10月

		1月		1月		1月		1月		1月		1月

		4月		4月		4月		4月		4月		4月

		7月		7月		7月		7月		7月		7月

		10月		10月		10月		10月		10月		10月

		1月		1月		1月		1月		1月		1月

		4月		4月		4月		4月		4月		4月

		7月		7月		7月		7月		7月		7月

		10月		10月		10月		10月		10月		10月

		1月		1月		1月		1月		1月		1月

		4月		4月		4月		4月		4月		4月

		7月		7月		7月		7月		7月		7月

		10月		10月		10月		10月		10月		10月

		1月		1月		1月		1月		1月		1月

		4月		4月		4月		4月		4月		4月

		7月		7月		7月		7月		7月		7月

		10月		10月		10月		10月		10月		10月

		1月		1月		1月		1月		1月		1月

		4月		4月		4月		4月		4月		4月

		7月		7月		7月		7月		7月		7月

		10月		10月		10月		10月		10月		10月

		1月		1月		1月		1月		1月		1月

		4月		4月		4月		4月		4月		4月

		7月		7月		7月		7月		7月		7月

		10月		10月		10月		10月		10月		10月

		1月		1月		1月		1月		1月		1月

		4月						4月		4月		4月

		7月						7月		7月		7月

		10月						10月		10月		10月

		1月						1月		1月		1月

		4月						4月		4月		4月

		7月						7月		7月		7月

		10月						10月		10月		10月

		1月		3300				1月		1月		1月

		4月		3999		5901		4月		4月		4月

		7月		4934		7266		7月		7月		7月

		10月		4372		4128		10月		10月		10月

		1月		3451		1749		1月		1月		1月

		4月		5039		4761		4月		4月		4月

		7月		5454		11346		7月		7月		7月

		10月		7254		496		10月		10月		10月

		1月		623		327		1月		1月		1月

		4月						4月		4月		4月		7050

		7月						7月		7月		7月		5250

		10月						10月		10月		10月		1050



7,050

9,450

6,750

8,500

5,250

1,050

4371

3829

21262

28280

4553

3097

23354

29954

5550

25853

29643

7800

28258

32470

8983

1517

30083

36112

4002

3398

32014

41040

5252

2398

34661

41392

37822

27910

36638

23894

33475

24863

29626

24242

25198

24679

24409

25196

24732

23861

24493

22495

3250

24010

26421

3734

966

24430

29061

3835

865

25348

30015

2100

26823

28806

28559

27046

28717

27610.7208524809

450

28372

27633.1081951805

5450

27815

30306.5150509759

3524

776

28188

33964.3707290178

3738

2062

29903

36440.6479229685

2400

32081

36481

700

34188

33943.848089413

35186

32155

32571

34747

34747

32571

33968

33788

33979

800

33165

34011

800

33199

33252

33675

31601

33841

30341

33250

30678

32256

26303

31440

25072

29704

26035

28149

27413

950

26439

27680

1700

25955

26840

400

26427

26427

26787

26463

27078

27157

300

26839

30202

3450

26722

29854

2300

27521

28748

300

28441

28712

28996

27839

29379

27788

28812

27281

28286

27655

27911

25349

27649

25078

27038

29669

26332

36835

26899

41353

29128

41520

32995

42665

37417

50462

40623

60846

44000

63264

48654

55478

54497

54540

57659

54546

58631

51303

57074



Sheet1

						平均輸入原料価格 ヘイキンユニュウゲンリョウカカク		基準輸入原料価格 キジュンユニュウゲンリョウカカク								平成25年以前用のデータ欄 ヘイセイネンイゼンヨウラン

										通常補塡 ツウジョウホテン		異常補塡 イジョウホテン		緊急補塡 キンキュウホテン

				1月 ガツ

				4月 ガツ

				7月 ガツ

				10月 ガツ						1,600

				1月 ガツ						4,640		1,860				平均輸入原料価格 ヘイキンユニュウゲンリョウカカク		基準輸入原料価格		基準輸入原料価格（安定機構より） キジュンユニュウゲンリョウカカクアンテイキコウ

		19		4月 ガツ						4,371		3,829				28,280				21,262

				7月 ガツ						4,553		3,097				29,954				23,354

				10月 ガツ						5,550						29,643				25,853

				1月 ガツ						7,800						32,470				28,258

		20		4月 ガツ						8,983		1,517				36,112				30,083

				7月 ガツ						4,002		3,398				41,040				32,014

				10月 ガツ						5,252		2,398				41,392				34,661

				1月 ガツ												27,910				37,822

		21		4月 ガツ												23,894				36,638

				7月 ガツ												24,863				33,475

				10月 ガツ												24,242				29,626

				1月 ガツ												24,679				25,198

		22		4月 ガツ												25,196				24,409

				7月 ガツ				24,732								23,861				24,732

				10月 ガツ				24,493								22,495				24,493

				1月 ガツ				24,010		3,250						26,421				24,010

		23		4月 ガツ				24,430		3,734		966				29,061				24,430

				7月 ガツ				25,348		3,835		865				30,015				25,348

				10月 ガツ				26,823		2,100						28,806				26,823

				1月 ガツ				28,559								27,046				28,559

		24		4月 ガツ				28,722								27,611				28,717

				7月 ガツ				38,379		450						27,633				28,372

				10月 ガツ				27,818		5,450						30,307				27,815

				1月 ガツ				28,188		3,524		776				33,964				28,188

		25		4月 ガツ				29,903		3,738		2,062				36,441				29,903

				7月 ガツ				32,081		2,400						36,481				32,081

				10月 ガツ				34,187		700						33,944				34,188

				1月 ガツ				35,184								32,155				35,186

		26		4月 ガツ		32,571		34,747								32,571		34,747		34,747

				7月 ガツ		33,968		33,788										33,788

				10月 ガツ		33,979		33,165		800								33,165

				1月 ガツ		34,011		33,199		800								33,199

		27		4月 ガツ		33,252		33,675										33,675

				7月 ガツ		31,601		33,841										33,841

				10月 ガツ		30,341		33,250										33,250

				1月 ガツ		30,678		32,256										32,256

		28		4月 ガツ		26,303		31,440										31,440

				7月 ガツ		25,072		29,704										29,704

				10月 ガツ		26,035		28,149										28,149

				1月 ガツ		27,413		26,439		950								26,439

		29		4月 ガツ		27,680		25,955		1,700								25,955

				7月 ガツ		26,840		26,427		400								26,427

				10月 ガツ		26,427		26,787										26,787

				1月		26,463		27,078										27,078

		30		4月		27,157		26,839		300								26,839

				7月		30,202		26,722		3,450								26,722

				10月		29,854		27,521		2,300								27,521

				1月		28,748		28,441		300								28,441

		31/1		4月		28,712		28,996										28,996

				7月		27,839		29,379										29,379

				10月 ガツ		27,788		28,812										28,812

				1月		27,281		28,286										28,286

		2		4月		27,655		27,911										27,911

				7月		25,349		27,649										27,649

				10月 ガツ		25,078		27,038										27,038

				1月		29,669		26,332		3,300								26,332

		3		4月		36,835		26,899		3,999		5,901						26,899

				7月		41,353		29,128		4,934		7,266						29,128

				10月 ガツ		41,520		32,995		4,372		4,128						32,995

				1月		42,665		37,417		3,451		1,749						37,417

		4		4月		50,462		40,623		5,039		4,761						40,623

				7月		60,846		44,000		5,454		11,346						44,000

				10月 ガツ		63,264		48,654		7,254		496						48,654

				1月		55,478		54,497		623		327						54,497

		5		4月		54,540		57,659						7,050				57,659

				7月		54,546		58,631						5250				58,631

				10月 ガツ		51,303		57,074						1050				57,074

				1月
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種雄牛の系統分類結果の概要
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資料：（公社）全国和牛登録協会

（公社）全国和牛登録協会の取組
○種雄牛や繁殖雌牛のSNP情報を解析して系統分類を実施し、分類結果に
基づく交配計画の作成・指導を実施。

希少系統とは
●黒毛和種において、このまま放置
した場合、遺伝資源が失われる確率
が高いと考えられる系統。

系統群 希少系統（始祖牛）

鳥取系 栄光系（栄光号）

岡山系 藤良系（第６藤良号）

兵庫系

城崎系（城清号、奥城土井
号）

熊波系（茂金波号）

広島系 ３８岩田系（３８の１岩田号）

Ⅱ 肉用牛改良をめぐる情勢
２ 遺伝的多様性の確保に向けた取組

（独）家畜改良センターの取組

○希少系統の繁殖雌牛群を整備して、希少系統種雄牛を
造成し、全国での活用を推進。

名号：香持弥（かじや）

岩田系（広島系統群）の始
祖牛である第38の１岩田

号の遺伝子保有確率が
7.6％
※（一社）家畜改良事業団
が育種改良用として選抜

○SNP情報を利用した近交度
の評価手法を開発。SNP情
報を利用した近交度を活用
することで繁殖農家で飼養さ
れている繁殖雌牛等の生産
性の低下抑制が期待される。

（一社）家畜改良事業団の取組

○自団で供用中の種雄牛につい
て、SNP解析技術により、遺伝的
距離を公表。

○ゲノミック評価した繁殖雌牛群
の遺伝的距離等を視覚的に示
すサービスや、遺伝的距離や産
肉能力を考慮した最適な交配を
シミュレーションするサービスを
提供。

・ 遺伝的多様性を維持するため、SNP情報等を利用した系統分類を作成し、関係機関へ共有して活用することが重要。

・ （独）家畜改良センターでは、遺伝的多様性を確保するための基礎となる系統群を整備し、希少系統に着目した候補種雄牛造成しており、そ
の活用が重要。

（国研）農業・食品産業技術総合研究機構の取組
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牛バンド３欠損症 （B3）

牛第13因子欠損症 （F13）

牛クローディン16欠損症（CL16）

ＩＡＲＳ異常症 （IARS）

前肢帯筋異常症 （FMA）

バーター症候群１型 （BAS1）

指定遺伝的不良形質（黒毛和種）

※平成29年3月末現在
上記不良形質は、常染色体潜性遺伝様式。

その他、指定されていない遺伝的不良形質（公表）として、
「チェディアックヒガシ症候群」「眼球形成異常症」「「モリブデン
補酵素欠損症」がある。

顕性遺伝子 潜性遺伝子

正常：潜性ヘテロ
【保因牛】

正常：潜性ヘテロ
【保因牛】

正常 正常潜性ヘテロ
【保因牛】 発症

・ 遺伝的不良形質は、特長的な外見的・臨床的症状を示し、かつ、遺伝することが明らかなもの。
・ 特に経済的損失が大きく、特別な対処を必要と判断されたものは、「指定遺伝的不良形質」として、その利用の抑制等を周知。
・ 多くの場合、母牛が「正常」であれば、保因している種雄牛を利用しても、発症する確率は０％となる。母牛が保因している場

合は、正常な種雄牛を利用すれば、発症する確率は０％となるため、遺伝的不良形質の発生抑制を図るためには、利用する種畜
の保因状況を把握した上で、考慮しながら利用することが重要。

潜性遺伝する場合（保因牛同士の交配）

※潜性ヘテロ同士の交配の場合、１／４の確率で発症する牛が生まれる。

×

× ×

× × ×

１ ： ２ ： １

※日本技術会議は令和元年７月８日に「優性・劣性」という表現を「顕性・潜性」と改めるよう提言する報告書をまとめた

Ⅱ 肉用牛改良をめぐる情勢
５ 遺伝的不良形質

35



Ⅱ 肉用牛改良をめぐる情勢
７ 肉用牛改良の変遷

（１）肉用牛改良の概要
・ 昭和40年代から凍結精液を用いた人工授精を
開始。

・ 昭和40年代半ばから、計画交配による種雄牛
生産、産肉能力検定を開始。

・ 平成に入ってからは、受精卵移植技術を活用
した改良を実施。

・ 牛肉輸入自由化以降、肉質、特に脂肪交雑に
優れた種雄牛に利用が集中。

・ 平成11年度から広域後代検定を開始。

（２）飼養管理技術の概要
・ 昭和40年代半ばから、乳雄の早期若齢肥育が
実用化。

・ 昭和50年代に肉質向上を目的として肥育期間
は長期化。また、フィードロット方式（大規
模群管理方式の導入）により、大規模な肥育
経営が誕生。

・ 平成以降、乳牛に黒毛和種を交配したＦ１肥
育が急増。

資料：農林水産省「畜産統計」、「畜産物生産費（去勢若齢肥育牛生産費）」より試算

年代 主な動向 年度
１日平均
増体量

（kg/日・頭）

１戸当たり
飼養頭数

昭和30
年代

・役肉用牛から肉用牛への転換 35年度 － 1.2

昭和40
年代

・凍結精液の使用開始

・産肉能力検定・後代検定の
開始

40年度

45年度

－ 1.4

2.2

昭和50
年代

・フィードロット方式の導入

・凍結精液の普及

・受精卵移植産子の登録開始

50年度

55年度

0.6

0.6

4.3

6.5

昭和60
年代

・受精卵移植の普及（総産子
数3,526頭）

60年度 0.61 9.2

平成元
年代

・Ｆ１肥育の増加

・和牛でもアニマルモデルに
よる育種価評価を開始

元年度

10年度

0.64

0.64

11.6

22.8

平成10
年代

・肉質系種雄牛に利用が集中

・広域後代検定事業の開始

15年度 0.68 29.7

平成20
年代

・間接検定から現場後代検定
へ移行

・審査標準の改訂（種牛性）

・ゲノミック評価手法の開発

20年度

25年度

28年度

0.75

0.78

0.79

35.9

44.6

47.8
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保留
選抜

エリート雌牛

一般雌牛
（繁殖農家等）

優良種雄牛

×計画交配

候補種雄牛

直接検定

選抜

肉
質
評
価

候補種雄牛

優良種雄牛

精液の供給

①計画交配から妊娠・分娩
まで約１年 ②直接検定による

選抜で約１年

③後代検定のため、調整交配で約１年、
調査子牛の肉質評価まで約３年 種雄牛供用までに①～③を

経て、評価期間等を加えると、
約５～６年必要。

♀

♂

♂

♂

♂

♂

♂

×調整交配

♀ ♀

♂

調査子牛

後代検定

選抜

・ 種雄牛は、各県毎に造成され、基本的に県内で選抜・利用。そのほか、民間事業者や、県域を越えて広域的に能力評価を行い、
広域的に利用する種雄牛を選定する取組、家畜改良センター等が造成した候補種雄牛を精液供給団体が検定・選抜し、全国的
に精液を供給する取組等が行われている。

・ 選抜され改良の基幹となる優良な雌牛と優良雄牛を計画的に交配させ、その産子を候補種雄牛として、後代検定により産肉能
力を調査し、その結果から選抜していくという流れ。

Ⅱ 肉用牛改良をめぐる情勢
８ 肉用牛の改良体制
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・ ゲノミック評価とは、DNA上のわずかな差（SNP）を解析し、分析・評価を行う手法。
・ 能力が未判明である牛のDNAからSNPを解析し、既に能力が判明している牛の蓄積されたSNPデータを元に分析・評価を行う。

毛根採取
能力が未判明な牛

SNP解析

能力判明

＜メリット①＞
・ 従来の能力評価では、出生から
能力の判明までにおおむね４～５
年を要する。

・ ゲノミック評価では、子牛段階で
も能力評価が可能となり、従来より
も早期に当該牛の選抜等を行うこ
とが可能となる。

・ 従来の能力評価では、能力判明牛の
産子については、能力が判明するまで期
待値として、産子全てが両親の能力の平
均値となる（期待育種価）が、実際には
兄弟（姉妹）でも能力に差がある。
・ ゲノミック評価では、個体毎のSNPを
元に評価されるため、兄弟（姉妹）の能
力差についても判明可能。

＜メリット②＞

＋80 ＋100
×

＋70 ＋110 ＋80

能力判明牛 能力判明牛

（SNPに基づく個別評価）

DNA抽出

Ⅱ 肉用牛改良をめぐる情勢
６ ゲノミック評価

＜留意点＞
①正確度に留意

評価対象形質の遺伝率、表形値
データやSNPデータ等の蓄積数等

により、ゲノミック評価値の正確度
が異なることに留意。

②多くのデータを確保し蓄積するこ
とが重要

ゲノミック評価の正確度を高める
ためには、多くの表型値、SNPデー
タ等を確保し蓄積することが重要。

③過度な選抜により、遺伝的多様
性を喪失する懸念

過度な選抜により、種牛性など他
形質の改良への悪影響、遺伝的多
様性の喪失、近交退化につながる
恐れがあるため、遺伝的多様性を
考慮するなど多角的な視点で選抜
を行い、能力を補うように交配する
など、上手く活用することが重要。

38



Ⅱ 肉用牛改良をめぐる情勢
10 肉用牛枝肉情報全国データベース

繁殖

農家

協力肥
育農家

と
畜
場

（公社）日本
食肉格付協会

事業所

肥育素牛

同意書

肥育牛 格付

格付結果

都道府県・都道府県団体

子牛登記
データベース

(公社)全国和牛登録協会本部

枝肉情報
データベース

(公社)日本食肉格付協会本部

照合

（独）家畜改良センター
集計情報

・ 肉用牛改良の推進と国産牛肉生産の振興に役立てるため、家畜改良センターでは、平成14年度から、肉用牛枝肉情報全国デー
タベース（以下「枝肉データベース」という。）を運営。

・ 肥育農家の理解と協力を得ながら、枝肉情報を収集・分析し、協力肥育農家に情報提供するほか、全国的な改良の動向や進捗
状況の把握、種畜の能力評価等の改良情報を繁殖農家へ提供する等、全国的な改良の推進、経営指導等に寄与。

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5

同意率(%) 61.7 60.9 62.9 62.0 61.8 60.6 63.8 61.5 61.4 61.5 58.8

頭数 303,962 292,553 278,745 255,822 255,623 259,712 264,344 279,170 275,050 286,033 288,183

【同意率の推移（黒毛和種）】

・改良情報
・経営情報
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・ 登録頭数は牛肉の自由化以降、飼養戸数の減少、子牛価格の低迷による繁殖雌牛頭数の減少等により、平成21年度をピーク
に減少傾向で推移していたが、近年は増加傾向で推移。

Ⅱ 肉用牛改良をめぐる情勢
11 登録件数の推移

【登録件数の推移】

品種 H13年度 H18年度 H23年度 H28年度 H29年度 H30年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

黒毛和種 60,453 70,673 63,267 64,581 69,598 73,616 76,282 78,790 82,328 77,447

褐毛和種（高知系） 104 135 49 100 139 121 132 114 109 92

褐毛和種（熊本系） 977 975 669 895 1,151 1,073 908 1,058 978 970

日本短角種 366 347 464 311 327 379 355 256 304 278

無角和種 7 10 2 7 6 5 11 9 8 9

アンガス種 0 49 22 30 0 24 0 0 0 0

ヘレフォード種 0 7 0 0 0 1 2 0 0 0

計 61,907 72,196 64,473 65,924 71,221 75,219 77,690 80,227 83,727 78,796

資料：（公社）全国和牛登録協会、（一社）日本あか牛登録協会、（一社）日本短角種登録協会、（一社）北海道酪農畜産協会調べ
注：各品種における基本、本原、繁殖、本登録を集計
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